
令和６年 10 月 31 日 

地域密着型サービス運営推進会議 報告書 

 

事業所名称・・・あいデイサービス 

サービスの種類・・・地域密着型通所介護 

会議開催日・・・令和６年 10 月２9 日（火） １４：００～ 

開催場所・・・さくらデイサービス 

出席者 

事業所 4 人 利用者 1 人 

利用者家族 1 人 地域代表者 1 人 

松江市職員 １人 包括支援センター ０人 

知見を有する者 ０人 その他（   ） ０人 

議事・議題 

１．利用者状況 

 定員 １０名  

登録者人数 11 名（男性 5 名 女性 6 名）令和 6 年 9 月 30 日現在 

介護度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 

利用者 10 名 3 名 1 名 

 

曜日別登録者数 令和 6 年 9 月 30 日現在 

曜日 月曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

人数 8 名 6 名 8 名 1 名 

 

２．活動報告 

年間行事 

・花見（緑山公園・玉造） 

・こいのぼり見学（八雲） 

・七夕会（手作りゼリー・紙芝居） 

・敬老会（お茶会・ビンゴ大会） 

・外出レク（大根島・水道局 他） 

創作活動 

 ・壁面 



 ・カレンダー 

 ・その他（塗り絵、リース作り） 

年間行事では季節を感じられるようなことを企画。創作活動はレクリエーションの時間に

利用者の方と一緒に行う。ハサミを使ったり、紙をちぎってはり絵をしたりと手作業なので

リハビリにもつながる。完成したものをみると利用者の方も喜ばれている。 

 

３．ヒヤリハット・事故報告 

・6 月 1 件（送迎車のドアに指を挟む） 

看護師が対応。外傷はなかったため自宅まで送り患部を冷やして様子をみていただくよう

に対応する。再発防止のため職員で情報共有を行う。 

 ↓ 

事故報告の取り扱いについて市職員より説明を受ける。事故報告は怪我の有無ではなく事

故があったかどうかの報告。トラブル回避のためにも報告を市にあげる必要はある。家族へ

の連絡も行う。ヒヤリハットは事業所内対応。 

 

４．職員研修 

・認知症および認知ケア《認知症について》 

・プライバシー保護の取り組み《個人情報保護》 

・高齢者に多い疾患《医療に関する知識》 

・感染症・食中毒の予防及び蔓延防止《感染症について》 

・業務継続計画《ＢＣＰ》 

あいデイサービスでのレクリエーション（創作活動）体験 

本当に手先を使う作業だと思う。楽しみながらリハビリできていいと思う。という感想があ

った。 

意見交換 

・ケアマネジャーが親切で助かっています。（ご家族） 

・老々介護で大変。やれるところまではやらないといけないと思っている。日常生活がなん

とかできればいいかなと思っている。家族が近くにいると安心、買い物をしてもらうだけで

も助かる。（利用者） 

・体は元気だが認知症あり、自宅で生活するには足だけは悪くならないようにしたい。（ご

家族）→デイやリハを使用し悪化しないようにすることが大事（市職員） 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか  

□要望・助言等を受ける機会を設けたか  



 


